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いよいよ明日から１０月になります。３年生の前半が終了ですね。マラソンで例えると、折

り返しのコーンを通過した時点で、半分を過ぎたことは実感できるのですが、ここからゴール

までの道のりを考えた時に、少しスタート時点とは違ってきます。走る前は、スタートからゴ

ールまでをイメージしたり、ペース配分を考えたり、冷静に考えることが出来ます。ですが、

スタートして、高低差のある道を走ったり、体力的にもしんどくなってきた今、ゴールまでの

道のりがどう見えていますか。おそらくぼんやりとしか見えていないと思います。この視界を

はっきりさせるために必要なのが「勉強」です。 

勉強という言葉を耳にするたびに、気持ち的にはプラスよりマイナスになっていくことはよ

く理解しています。ですが、本当に今頑張らないと、自分が目指そうとしている目標に届きま

せん。とにかく、実力テストの解き直し、それに該当するワーク（過去の分も含む）の解き直

しが必要です。ア～エから選びなさい。といって 25％の確率で正解するほど甘い世界ではあ

りません。もっと言えば、たった 25％に自分の人生を賭けるなんて、そんな恐ろしいことを

しないでくださいね。 

私が中３の頃、１０月を過ぎてからは放課後、教室にこもって自習をしていました。完全下

校というものがなかったので、先生から声かけられるまでずっと勉強していたように記憶して

います。今考えると迷惑をかけたと思いますが、その頑張りがあったから、今の自分があるの

かなと思っています。 

 

 明日は村岡中学校で合同練習（３回目、そして仕上げ）  

ついに今週末が本番です。私はもうドキドキしてきました。明日、

最後の仕上げで村岡中学校に行きます。カラーの袋もすべて持って行

こうと思います。楽器もたくさん持って行こうかなと思います。総合

文化祭には、N コン金賞の合唱団体や、すごく上手な吹奏楽の団体も

います。でも、我々ができることは、その方向ではなく、いかに楽し

く演奏をしているか。どれだけ、自分たちでやろうとしているか。こ

こだと思います。それぞれの良さが光ればいいなと思っています。私

はテノールとバスどちらを歌うかまだ悩み中… 
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雨の心配をしていましたが、晴れ男（私）が何とか持ちこたえさせたかな、ということ

で、資源回収が無事終了しました。肉離れをした左足が次の日になってまた痛みだしたの

ですが、みなさんはどうですか。私は新聞の所にいたのですが、過去の新聞を見ていると、

「あ～あったなぁ」と懐かしい気持ちになりながら積み込み作業をしていました。みなさ

んの頑張りが、小代中学校の為になる。自分たちの為に一生懸命作業することの大切さを

知ることが出来たと思います。 

先日調理実習がありました。豚汁を作ったということで、私も味

見をさせていただきました。（今年度は家庭科担当ではないので、ち

ょっと寂しい） 

沸騰したお湯に先に半分ほど味噌を入れているのを見て、「えっ？

最後じゃないの？？」と思っていたのですが、今回の具材に里芋が

あるということで、ぬめりを抑えるためには先に味噌を入れるとい

いということを教えていただきました。是非、家でも実践してみて

ください。 


